
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 べんきょうのときに ほかのこに せんせいに やくそくとして せんせいがすること 

やくそく ・うそをつかない  ・ルールをまもる  ・しんせつにする  ・べんきょうする 

いけない
こと 

・りゆうもなく べんきょうの

じかんに おくれる 

・べんきょうの  じかんに  

さぼる 

・いやがることを いう 

・ことばや からだのうご

きで  からかったり 

ひやかしたりする 

・むしする 

・ものを かってにつかう 

・いやがることを いう 

・ことばや からだのうご

きで  からかったり 

ひやかしたりする 

・むしをして せんせいの 

 いうことを きかない 

・じぶんの つくえに らく

がきをする 

・きょうしつや がっこうの

ものを かってに つかう 

・きょうしつや がっこうの

たてものなどに いたずら

をする 

・そのばで ちゅういをします 

・べつのへやで おはなしをして  

 おうちのひとに つたえます 

・みんなのために なることをし 

てもらいます 

もっと 
いけない
こと 

・べんきょうに かんけいのな

いことをしたり はなしを

したりする 

・わざと おとをたてる 

・ほかのこに ちょっかいをか

けるなど  べんきょうの 

じゃまをする 

・べんきょうのじかんをさぼっ

て なんにんかであつまる 

・なかまはずれに する 

・わるぐち かげぐちを 

 いう 

・こわがるようなことを 

 したり いったりする 

・ものを かくす 

・わるぐちや かげぐちを 

いう 

・ばかにするようなことを

したり いったりする 

・こわがるようなことを 

 したり いったりする 

・きょうしつや がっこうの

ものを こわす 

・よなかに いえから であ

るく 

・カードや ゲームなどで 

 かけごとを する 

・べつの へやで なんにんかの 

せんせいで おはなしをして 

おうちのひとに つたえます 

・なんにちかんか みんなの 

 ために なることを しても

らいます  

＜基本的な考え方＞ 
○学校安心ルールは、あらかじめルールを明示することにより、子どもたちがしてはいけないことを自覚したうえで、自らを律することができるよう促すことを目的
として作成したものです。 

○子どもたちには日頃より、基本的な約束に示されたことがらを心がけることを伝え、ひとりひとりがルールを守ることの大切さや相手のことを考えることができる、
「より良い社会（学校）」をめざしています。 

○「いけないこと・もっといけないこと」の基本となるものは、『体罰・暴力行為を許さない開かれた学校づくりのために』の「児童生徒の問題行動への対応に関する
指針」によるものです。 

＜ルール表作成上の留意点＞ 
★ この「学校安心ルール」の内容は、大阪市教育振興基本計画に示している学校の安心・安全のためのスタンダードモデルをもとに御幣島小学校の実情に応じた学
校安心ルールを作成し運用します。 

★ このルールが守られない場合、学校はその子どもの状況や特性を十分にふまえ、適切な指導・支援を行います。したがって、必ずしも指導については上記ルール
通りに一律に行うものではありません。 

★「個別指導教室」とは、生活指導サポートセンター内に設置した教室であり、経験豊富な元校長先生等がいっそう丁寧な立ち直り支援を行う場所です。 


